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平成２４年１２月３日（月）中野区公明党議員団として、平成２５年度の予算要望を取りまとめ、田中大輔
中野区長に要望書を手渡しました。要望書では、必要な事業を見極め、より効果的かつより効率的な
事業執行で区民の生活安全網を整備し、特に防災・減災のための施策や、高齢者、障がい者等のた
めの施策に重点を置き、区民の生命と健康を守り、だれもが安全で安心して暮らせる中野とするため、
２６項目の要望と３項目の事業見直し内容の要望項目の実現を強く求めました。
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我が国を襲った未曾有の大震災より早くも1年9カ
月が過ぎ去ろうとする中、迷走する政府の対応は、
被災地の復興を遅 と々した閉塞状況にさえしてい
る。さらに、経済面での円高、デフレ対策や、国内の
景気対策、外交関係の悪化など、国内外に問題を
山積させてもいる。国政が迷走するならば、区民
生活と直結する中野区が、断じて区民生活を守る
との覚悟が益々必要となっている。
区においても、財政の非常事態とも言うべき状態
が続いており、不透明な景気下、歳入の減少により、
歳出構造の見直しが避けられない状態である。
切迫した財政状況にあるからこそ、真に必要な事業
を見極め、より効果的かつより効率的な事業執行
で、区民の生活安全網を整備しなければならない。
平成２５年度予算については、特に防災・減災のた
めの施策や、高齢者、障がい者等のための施策に
重点を置き、区民の生命と健康を守り、だれもが
安全で安心して暮らせる中野とするため、以下の
要望項目の実現を強く求めるものである。

■予算要望項目

＜防災・減災＞
１． 被災者支援システムの導入
２． 応急給水(スタンドパイプ)の配置
３． 街頭消火器の増設と設置場所の広報
４． 商店街への防災行政無線の導入
５． 障害者施設、子ども施設等、二次避難所の運営マニュアル作成
６． 私立保育園・幼稚園への防災用品緊急整備費の補助

＜高齢者・障がい者支援＞
７． 緊急通報システム事業の対象者拡大
８． 区有施設等を活用したケア付き高齢者専用賃貸住宅の誘致
９． 成年後見制度の充実（市民後見人の養成）
１０． 「障害者雇用に関する協定」の継続、拡充
１１． 障害者福祉手当の支給対象拡大（精神障害を対象に）
１２． コミュニティソーシャルワーカーの配置
１３． オンデマンド交通の研究推進と活用
１４． つむぎ相談窓口のプライバシー改善

＜医療・健康＞
１５． 胃がんハイリスク検診としての、ＡＢＣ検診実施
１６． 使用済み注射針回収費用の増額（容器代＋処理費）
１７． 骨髄移植ドナー(移植手術関連経費)支援

＜教育・子育て支援＞
１８． モデル校による連携教育の実施
１９． 保育施設へのアポロ園の巡回指導の増加（2か月に1回）
２０． 待機児ゼロ対策の推進（区有施設等の積極的活用、家庭福祉員の
 要件緩和による増員、認可・認証等保育園の誘致推進） 
２１． 区立幼稚園教室冷房設置

＜区内産業振興、他＞
２２． 中野駅周辺をはじめ拠点まちづくり地域への公衆無線LAN及び
 ソフトの整備 
２３． 制限付き一般競争入札の継続
２４． 中野区独自の原動機付き自転車ナンバープレート交付
２５． 中野区・田村市交流事業補助の増額（常葉閉鎖に伴う宿泊費）
２６． 商店街街路灯へのコマーシャルフラッグの推進

■平成25年度予算で検討中の主な取り組み及び
　平成24年度事業見直し内容についての要望項目

１． 地域スポーツクラブ事業についての、モデル事業の検証及び事業
 スキームの早期確立。
２． 肺がん検診の継続及び現行の検診方法の見直し。
３． 障害者福祉手当（第二種）について、６５歳以上の受給者への支給を継続。
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区立中野中学校で「法教育講座」開催される

HOMEPAGE
小林ぜんいちオフィシャルWEBサイト

Facebookは、小林ぜんいち または Zenichi Kobayashi
Twitterは、小林ぜんいち または @koba_zen

サイトURL:
http://kobayashizenichi.com/
ブログURL:
http://blog.goo.ne.jp/kobayashi_zenichi

ホームページ

小林 ぜんいち
■区議会役職
中野区議会　震災対策特別委員会副委員長、
総務委員会委員、
議会運営委員会委員
中野区社会福祉協議会評議員

■資格所属団体等
（社）日本建築学会正会員
（社）東京建築士会正会員
早稲田大学稲門建築会会員
福祉住環境コーディネーター協会会員
マンションリフォームマネージャー
日本防災士機構

■経歴
宮本忠長建築設計事務所東京事務所に16年勤務、ＴＡＦ設計事務所に勤務。
教育・福祉・医療・文化・事務所・商業・宿泊・公共施設、耐震診断、
耐震補強設計や住宅設計等に従事。
独立後、建築専門学校等講師、住宅設計等に取り組む。
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小林ぜんいちが「中学校で地元の行政書士による法教育を、具体的に
取り入れてはどうか」と、平成２４年第１回定例会・予算特別委員会で提案。
法教育の背景には、裁判員制度導入を含む司法制度改正の中で、義務教育
段階から法的要素を学ぶことが求められてきています。また、国において、
法務省と文部科学省が中心になって法教育の推進活動を行っています。
文部科学省の小中学校新学習指導要領で、小学校は平成２３
年度から、中学校では平成２４年度から全面実施と、法に関する
内容を扱うことが明記されているため、中野区でも実施をと
求め実現したものです。
当日は、自転車の安全な乗り方、物事の契約・売買、インター
ネット関連のクイズ形式で出される問題を、生徒の皆さんが
○×で楽しく学んでいました。

福井県福井市へ行政視察

石川県金沢市へ行政視察

画家・中西利雄を語る会（茨城県つくば美術館）

遠位ミオパチー懇談会へ参加

中野区町会連合会軽可搬ポンプ操法大会

オリンピック東京招致キャンペーン（中野駅北口）

町会のお餅つき

ぶらワセダ（稲門建築会）へ参加

活動レポー
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